










 

研究目的 

 先天異常の成因の多くはなお未解決のまま残されている。このうちで近年母

親の高令化に伴い,染色体異常をもつ疾患として Down をはじめと

し,E-,D-trisomyやKlinefelter症候群,tripro-Xなどの異常児出生が急上昇す

る事実が明らかとされつつあり,chrono1ogica1 な卵子の老化,或いは卵巣老化

による排卵機構の異常などが問題視され,染色体異常発生と結びつく重要因子

たりうると考えられるようになった。のみならず,従来想像もしなかったような

異常妊娠,たとえば胞状奇胎などについても,母令の増加につれて驚異的な急増

がみられ,しかもそれが受精時の卵子の間題に結びつくことまでも探求される

ようになり,加令という因子が心身障害発生防止に関する胎児環境を論じるに

当たって如何に大きな意味をもつか,より鮮明にする必要がある。 


